
【学修到達目標】
・個別最適化と協働学習について理解することができる。

・メタバースでの遠隔協働学習について説明することができる。

第8講 個別最適化された学習の可能性



1．個別最適化と協働学習

個別最適化された学習
一人ひとりに最適な学習を提供するアプローチ
• 従来の教育では、画一的なカリキュラムで学習
• 個別最適化により、理解度や進度に応じた学習が可能

なぜ必要なのか？
• 学習の効率向上
• 学習者の主体性育成
• テクノロジーの活用



1．個別最適化と協働学習

指導の個別化と学習の個性化

指導の個別化
•教師が子供の進度に応じて指導方法を調整
•苦手な分野には補助教材、得意な分野には高度な課題
•適切なサポートを提供

学習の個性化
•自分に合った学習方法を選択
•興味のある分野に自由に取り組む学習スタイル
•自主性を育むことで学習意欲を向上



1．個別最適化と協働学習

ICTを活用した学習
• タブレットやオンライン教材で個別学習を実現
• AIが最適な教材や学習支援を提供
• 一人ひとりのペースで進められる柔軟な学習環境

メタバースを活用した学習
• 仮想空間で没入型の学習体験が可能
• アバターを用いたリアルタイムのコミュニケーション
• 世界中の子供との協働学習や国際的な交流

ICTとメタバースの組み合わせによる教育の進化
• AIとVR技術を活用した個別最適化学習
• 地理的な制約を超えた教育機会の提供



1．個別最適化と協働学習

メリット
•学習の個別最適化
•教育機会の拡充
•グローバルな学習環境

課題
•技術インフラの整備
•プライバシー・セキュリティの懸念
•対面コミュニケーションの減少



2．メタバースでの遠隔協働学習の実践

メタバースでの遠隔協働学習



2．メタバースでの遠隔協働学習の実践

メタバースでの遠隔協働学習

岐阜県A小学校（海抜500m）の5年生
沖縄県B小学校（海抜7m）の5年生

入室後，掲示してある資料を見る

７分後，対面して話す

13分後，58人が参加した25分後の様子



遠隔協働学習教室・沖縄



課 題

１．個別最適化と協働学習について整理しなさい。

２．メタバースでの遠隔協働学習について説明しなさ
い。

第8講 個別最適化された学習の可能性


